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「幸福であること」は、時
間によって増大するの
であろうか。そのばあ
い、「幸福であること」は
常に現在の状態として
理解されるわけである
が

というのも、追憶は「幸福であるこ
と」になんら寄与するものではない
し（アリストテレス『ニコマコス倫理
学』IX4,1166a）、それに「幸福で
あること」は『未来」にかかわりがあ
るのではなくて、なんらかの「状態」
にかかわりがあるからである。そし
て、その状態は「現在」にかかわり
があり、生命の活動がそうなのであ
る

プロティノスのエネアデス
「プロティノスの幸福は時間によって増大するか」I-5-(20)
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だが、「われわれは常に生
きることを欲し、活動するこ
とを欲しているのだから、そ
のような欲求を満足させる
ことができれば、それだけ
で幸福であることの度合お
増大していくことになる」
と、人は言うかもしれない

より長い幸福が、より
多くをもたらす、と言う
のであれば、思慮は
より思慮深くもなり、
昨日味わった快楽
が、料理を食べもしな
い今日により深く味わ
うことができるというこ

とになる

適宜、自分なりの注を加えてあるの
で、オレンジ色で示すことにする

訳注における著者名のない引用はプラトン
の著書である

幸福と自分の眼で同じもの
をみてきた、との関係が不

明である

しかし、もしその人の言うとおりだとすると、まず、明日
の幸福の方が大きいことになるであろうし、常に後の
幸福の方が以前の幸福よりも大きいことになって、も
はや幸福は、徳では測定されないことになるであろう

それに、神々でさえも、今は以前よりも幸福であるが、
その幸福はまだ完全ではなくいつまでたても完全では
ないことになるであろう。

そしてさらに、欲求も、そのめざすものを獲得すれば、
「現に在るもの」を得たことになり、「幸福であること」を
得ることが可能である限りは、いつまでたっても、その
時点で、常に「現に在るもの」を求めていることにもな
る

それに、「生きること」への欲求は「存在すること」を求
めているのであるから、もし「存在すること」が「現に在
ること」に含まれるのであれば、「その生きること」への
欲求は「現に在ること」への欲求であることになるであ
ろう

それで、もしその欲求が
「将に来たらんとするもの」
や「次に来るもの」への欲求
であるにしても、それは、
「現に持つもの」や「現に在
るもの」を求めているので
あって、「過去に在ったも
の」や「未来に在るであろう
もの」を求めているのでは
ないのである

つまり、その欲求は、
「いま在るものが在るこ
と」を求めている、換言
すれば、「未来永劫にわ
たる持続」を求めている
のではなくて、「いま現
に在るものが、いま在る
こと」を求めているので
ある
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では、「彼は長
い間幸福であっ
たし、長い間自
分の眼で同じも
のをみてきた」
ということばにつ
いては、どうだ
ろうか

たしかに、時間をかければ
かけるほど、それだけ正確
に見たのであれば、時間が
彼になにがしかの貢献をし
たことになるであろう。だ
が、いくら時間をかけても、
その間いつも同じものを見
たのであれば、たった一度
だけ見た人でも、それから
得るものは同じである
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しかし、長い間同じもの
を見た人は、それだけ
長い間快楽を味わって
いたのだ。しかし、「快
楽を味わうこと」を「幸
福であること」のなかに
数えいれるのは、正しい
ことではないであろう

だが、これに対して、も
し人が、「そのばあいの
快楽とは、妨げられるこ
とのない活動のことで
ある」というのであれ
ば、彼はわれわれの探
し求めていることと、同
じことを言っているので
ある

それに、その「長い
間持続する快楽」と
いうものは、常に「現
に在るもの」のみが
あるのであって、そ
の快楽の過去のも
のは、すでに過ぎ
去ってしまっている
のである
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では、どうだろうか。或る人は始
めから終わりまで一貫して幸福
だったし、別の或る人は後に
なって幸福となり、また別の或
る人は始めは幸福だったけれど
も、後になって変わったとした
ら、それでも彼らは同じ程度に
幸福なのだろうか

そのばあいの比較
は、幸福のみを味
わっている人びとの
間のそれではなく
て、幸福でない人
びとの、幸福でない
時点での、幸福で
ある人に対する比
較である

それゆえ、後者が前者よりま
さっているとしても、それはあく
までも幸福である人の幸福で
ない人びとに対する比較におい
てまさっているのであって、この
点からすれば。「彼が彼らにま
さっているのは、あくまでも現に
在るものにおいてである」という
ことにもなるであろう
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では、不幸な人の
ばあいには、どうな
のだろうか。彼は時
がたてばたつほど、
ますます不幸になっ
ていくのではないだ
ろうか

それにまた、他の災
い、たとえば長期に
わたる苦しみとか悲
しみとか、それに、
この種のものはすべ
て、時がたてばたつ
ほど、それだけ大き
な不幸をもたらすの
ではないだろうか

しかし、もしそれら
の災いが、そのよう
に時がたてばたつ
おど悪いことを増大
させるのであれば、
なぜ、それらと反対
の事柄や「幸福であ
ること」についても、
同じことが言えない
のであろうか

たしかに、悲しみや
苦しみのばあいに
は、「時間が悪いこ
とを付け加える」と
言えるであろうし、
たとえば病気が持
続するようなばあい
が、これに相当する
であろう

なぜなら、病気がその人の持ち
前となり、時間の経過につれ
て、肉体はますます劣悪なもの
となっていくからである。もっと
も、肉体が同じ状態を保ち、害
が大きくならなければ、このば
あいでも、苦しみはいつも現に
ある状態を保つことになるであ
ろう

ただし、かつて生じ
現在も悩ませつづ
けているものに目を
つけて、すでに過ぎ
去ってしまったもの
をそこへ加算して考
えるばあいには、話
は別である

また、不幸な状態
の場合にも、「時が
たつにつれて、悪い
ことが増えてくる」と
言えるであろう。不
幸な状態が持続す
れば、劣悪さも増え
るからである

とにかく、「ますます
不幸になる」という
状態は、その「ます
ます」という事態が
加えられるから起こ
るのであって、「より
長い時間ひとしい」
事態が持続するか
ら起こるのではない
のである

ますます不幸になるのは、
不幸の強度が上がるから

それに、「より長い
時間ひとしさを保っ
ている」事態という
ものは、同時に存在
しているわけではな
いし、また要する
に、人は「より長い
時間」ということばを
使うべきでもないの
である

なぜなら、その
ばあいには、も
はや存在しない
ものを、存在す
るものと一緒に
数えあげている
ことになるから
である

これに対して、幸福の方は、境界を持ち、限界を
持っているのであって、常に同一の状態を保ってい
るのである。だが、もしここでも、時間の長さにした
がって何ほどかの増大があるのだから、徳という点
で大きく成長すればするほど、その人の幸福は大
きなものとなるのであれば、長い年限にわたってつ
づいている幸福を数えて賞賛しているのではなく
て、その幸福がより大きなものとしてあるその時点
で、より大きなものになっているものとしてあるそ
の幸福を賞賛しているのである
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しかし、「現に在るもの」だけを考え
るべきであって、「現に在るもの」を
「すでに過ぎ去ってしまったもの」と
一緒に数えるようなことをしてはな
らないとすると、なぜにわれわれ
は、時間のばあいにも、これと同じ
ことをしないで、過去を現在と一緒
に数えて、より多いと言うのであろ
うか

で、もしそうだとすると、
なぜにわれわれは、時
間が持続すればするほ
ど、それだけ幸福も増
大すると、言わないの
だろうか

そのばあいには、われわれ
は時間の分割に対応して、
幸福をも分割していること
になるであろう。ということ
は、つまり、逆に考えて、
「現在」で幸福を測定する
なら、われわれはそれを分
割不可能なものとしている
ということになるわけである

ところで、時間の場合には、
たとえそれがもはや存在し
ないものであっても、これを
数えることにおかしさはな
い。なぜなら、たとえすでに
死んでしまった人びとのば
あいのように、「すでに生じ
てしまって、もはや存在しな
いもの」の数を数えること
も、可能だからである

だが、「もはや存在しない幸
福が、現に在る幸福よりも
大きい」と言うのは、おかし
なことである。なぜなら、現
在を超えて広がっている時
間は、「もはや存在していな
いこと」を受け入れるけれど
も、「幸福であること」は、そ
れが「存在していること」を
必要とするからである

そして、一般に時間の広がり
は、「現在」の持つ或る種の単
一性の拡散を意味するのであ
る。それゆえ、「時間は永遠の
似姿である」と言われる（『ティ
マイオス』37d5）のも、もっとも
なことであるが、それは似姿
が、自己自身の拡散性によっ
て、永遠のもつ恒常性を消し去
ろうとするからである

したがって、もし
その似姿が永
遠から、それの
恒常性を取りあ
げて自分のもの
にしようとすれ
ば、それを破壊
してしまうことに
なるのである

つまりそれは、何ら
かの仕方で永遠に
属する限りは自らの
立場を維持してい
るけれども、似姿の
なかに完全にはいり
こんでしあうと、破
壊されてしまうので
ある

それゆえ、もし「幸福であるこ
と」が「すぐれた生」と一致する
のであれば、明らかにその生
は、真実在の生と一致するとみ
なさなければならないことにな
る。なぜなら、真実在の生が、
もっともすぐれた生だからであ
る

したがって、
われわれは
その生を時
間を尺度と
してではな
く、永遠を
尺度として
数えねばな
らないことに
なる

だが、後者は「より多い
もの」でもなければ「よ
り少ないおの」でもな
く、また、なんらかの長
さのあるものでもないの
である。それは非延長
的・非時間的なものとし
て、ただそれとして有る
のみなのである

してみると、「有るもの」を
「有らぬもの」に結びつけた
り、時間や時間的な「常に」
を永遠に結びつけたりして
はならないし、広がりのない
ものに広がりを持たせるこ
とをしてもならないのであっ
て、そのすべてを全体とし
て取りあげねばならないの
である

̶̶とにか
く、もし君が
それを取り
あげること
ができれ
ば、のことで
あるが̶̶

つまり、そのばあいには、君
は時間の不可分性を取りあ
げるのではなくて、永遠の
生を、すなわち、「多くの時
間からなる生」ではなくて
「全時間（パース・クロノス）
からなり、すべてが一体を
なしている生」を取りあげな
ければならないのである
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だが、これに対して、もし人が、
「過ぎ去った事柄の思い出が現
在も残っているばあいには、そ
の思い出は、より長い間幸福の
状態を保っている人に、より多く
のものをもたらすことになる」と
言うのであれば、その人は、ど
んな思い出のことを言っている
のであろうか

もし以前の自分の
思慮深い行為の思
い出のことであれ
ば、彼は「さらに思
慮深い人にする」と
言っていることにな
り、われわれの議論
の前提を踏みはず
していることになる
であろう

それとも、快楽の思
い出のことを言って
いるのであれば、彼
は幸福な人のこと
を、「度はずれた歓
楽を必要とする人」
で、「現在の歓びに
満足していない人」
として語っているこ
とになるであろう

しかしながら、快楽の思い出
に、どんな快さがあるのであろ
うか。それはたとえば、人が昨
日の料理で味わった快さのこと
を思い出すのに似ているといえ
よう。それとも、彼が料理の快
楽を味わったのは十年前のこと
だったとしたら、彼はますます
もっておかしな人だということに
なるであろう

思慮のばあいも
同じで、「昨年
は思慮深かっ
た」ことを思い
出しても、幸福
にはなんら寄与
するところはな
いのである
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だが、もしその思い出
が美しい事柄の思い出
であれば、どうして、そ
こに語るに足るものが
ないことがあろうか

いや、そのような思い出
にふけることは、現時点
において美しいものに
不足している人のする
ことであって、彼は現に
美しいものをもっていな
いから、過去の美しい
事柄の思い出を求めて
いるのである
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しかしながら、多くの時間があれば
こそ、人は多くの美しい行為を実践
できるのであって、ほんの束の間の
幸福しか得ていない人は̶̶ただ
し、およそ多くの美しい行為を実践
していない人でも「幸福な人」と呼
ぶことができれば、のことであるが
̶̶それら美しい行為には無縁の
人なのである

いや、むしろ、「幸福は多く
の時間と行為を通して得ら
れる」と主張する人は、「も
はや存在しない過去のもの
となってしまった多くの事
柄」と「現に在る一つの事
柄」から「幸福であること」を
組み立てているのである

だからわれわれは、「幸
福であること」を現世の
領域に据えたうえで、
「幸福であることは、長
つづきすればするほど、
それだけ大きなものな
るのかどうか」を調べて
きたのである

そこで次のことを、すな
わち、「長時間つづいて
幸福であることは、行為
の数が多ければ多いほ
ど、それだけ幸福の度
合いを増していくのかど
うか」を調べていかなけ
ればならない

さて、まず第一に、人は
実践活動に従事してい
なくても幸福であること
ができるし、それも、実
践活動に従事している
人よりも少なからず、い
や、はるかに幸福であ
ることができるのである

次に、実践活動は、そ
れ自体では善さをもた
らしたりはしないのであ
る。善さをもたらすの
は、人の内面的な状態
であり、その状態が、ま
た人の実践活動を美し
くもするのである

そして思慮深い人は実
践によっても善さを享
受するが、その善さは、
実践によって生じたの
でおなければ、実践の
結果として生じたもの
から得たのでもなく、彼
自身の内面にもってい
るものから生じたので
ある

すなわち、祖国を救うこ
とは、劣悪な人でもこれ
を行うことができるであ
ろうし、祖国を救うこと
に伴う快さは、たとえ他
の人がこれを行っても、
その人に生じるであろう

それゆえ、幸福な人の
持つ快さをもたらすの
は、それではない。人の
内面的な状態が、幸福
も、また幸福に伴う一種
の快さがあるとすれば、
その快さももたらすので
ある

これに対して、「幸福で
あることは、実践活動に
依存する」とみなすの
は、「幸福は徳や魂に関
係がない」とみなす人
のすることである

というのも、魂の活動は
知恵を働かさせることに
あり、そのような仕方で
自己自身のなかで活動
することにあるからであ
る。そしてこれこそ、幸
福な状態なのである


